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この記事の説明：ローレンス医師は、彼の宗教に関する研究と、イスラームを確信するようになった
きっかけの出来事を綴ります。それは単なる知的作業によるものではなく、純粋な情熱によるもの
でした。

1990年の冬、私の次女は産まれて直ぐに分娩室から新生児集中治療室に運び込まれ、大動脈縮窄症と診断
されました。これは心臓からの大動脈が狭くなっている疾患で、彼女の身体には血液がうま
く循環しておらず、組織は酸素不足になり、胸から足の先まではまるで鉄のように青ざめてい
ました。そのことを最初に知った時、私は愕然としました。私は医師として、これが胸部
の緊急切開手術を必要とし、生存の可能性も少ないことを意味しているのを知っていました
。このワシントン・DCの小児病院へ、隣接した街から胸部外科の顧問医師が呼ばれましたが、私は
かなり感情的になっていたため、集中治療室からの退室を求められました。その時の私に
は恐怖以外に同伴者は居らず、顧問医師の診察結果を待つ間中、不安を和らげる場所を求めて病院の
礼拝室に入り、ひざまずきました。その時私は、人生で初めて真摯に祈ったのです。無神論者と
しての人生を送って来た私にとって、その時が僅かながらでも神を認めた最初の瞬間でした。
私が「僅かながら」と言うのは、そのようなパニック状態にあっても、神を完全に信じて
いた訳ではなかったためです。私は「もし神が存在し、私の娘を助けてくれるのであれ
ば、『かれ』が最も満悦する宗教に従うと約束します」と、どちらかと言えば懐疑的な祈りを
捧げたのです。それから私は10〜15分後に集中治療室に戻りましたが、顧問医が娘の無事を告げた時、
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私は衝撃を受けました。そして彼の診察通り、翌二日以内に彼女の容態は薬や手術なしで安定し、
その後は全く普通の子供として成長したのです。

そこに医学的根拠があるのは分かります。既述のように私は医師です。顧問医が動脈管開存症、酸素
の欠乏、そしてその後の容態の安定を説明した際、私は頭では理解していました。ただ、それを
受け入れることが出来ませんでした。また集中治療医と専門医の診断も同様でした。私は今でも
、彼が無表情のまま、口をつぐんで突っ立っていたのを覚えています。しかし結果的にはそ
の顧問医は正しく、病状は回復し、娘のハンナはあらゆる面において普通の赤ちゃんとして
退院したのです。厄介なのは、パニック状態などにおいて神に約束する人というのは、そ
の多くが一旦災難が過ぎ去ると神との取引を値切ろうとするか、あるいは何らかの口実を作って
自分の責任から言い逃れをするということです。私は無神論者として、神に対する不信仰を貫く
ことは容易でした。娘の回復を神のおかげではなく、医師の説明通りに受け止めることも可
能でした。しかし私にはそれが出来ませんでした。娘の手術前後の超音波検査では、一方には
狭窄が映っており、もう一方ではそれが消え失せていました。私が考え得た唯一のこ
とは、神がこの取引を実行したからには、私も自分の約束を果たさなければならない、と
いうことでした。そして例えそれに対する的確な医学的説明が出来たとしても、それは神の許
しによるものであったのであり、神がどのような方法で恩恵を授けられたとしても、そ
れは私の祈りに対する答えだったのです。それだけのことです。その当時、そして今も、
私にはそれ以外の説明のしようがありません。

その後の数年間、私は自分の約束を果たそうと試みましたが、敢えなく失敗しました。私はユダ
ヤ教、そしてキリスト教の各宗派を研究しましたが、どれも真実の発見が出来たとは思えま
せんでした。また多種多様な教会やカソリックの会合にも出席しましたが、結局キリスト教
徒になることはありませんでした。それは、聖書におけるイエスの教えと様々な宗派の教え
に同一性が見出されなかったから、という単純な理由です。やがて私はただ自宅で本を読むだ
けになり、この間に聖クルアーンと、マーティン・リングスによる預言者ムハンマドの伝記Muhammad,

His Life Based on the Earliest Sourcesに出会ったのです。

この研究に費やした数年間の中で、私はユダヤ教の啓典の中に、モーゼの後に来るとされた3人の預
言者の既述を見つけました。洗礼者ヨハネとイエス・キリストがその内の2人だとすれば、



旧約聖書によれば後一人を残すのみとなり、また新約聖書においてもイエスはいずれ現れる最後の預言者に関
して言及しています。そしてモーゼとイエスのいずれもが説いた神の唯一性を聖クルアーンの
中で見出してからというもの、私はムハンマドこそが聖書で予示された最後の預言者ではないか
と考えるようになり、ムハンマドの伝記を読み終えた時にはそれが確信に変わりました。そして一旦確
信を抱くと、全てが道理にかなったのです。諸預言者と啓示の連続性、そして全能なる神の唯一
性、そして聖クルアーンによる啓示の完了は突如、私にとって完全に理解できるものとなり
、こうする内に私はムスリムとなったのです。

賢い選択でしょうか？いいえ、それは全くの見当違いです。もし私が自分でこれらを全て理解し
たのであると思い込むのであれば、それは大きな間違いです。過去10年間私がムスリムとして得
た教訓とは、世の中には私よりも賢明な人々が大勢いるにも関わらず、彼らはイスラームの真実を
まだ理解出来ていないということです。すなわちアッラーは不信仰者を警告しているに
も関わらず、彼らは不信仰に留まり、そうすることでアッラーを拒否することによる懲罰を受
け、アッラーはかれの真実の宝を彼らに拒否するのです。これは知能の問題ではなく、覚醒の問題で
あると言う方が正しいでしょう。アラーは聖クルアーンにおいてこう教えています：

“?????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????
??????????????????”??????2?6?7?

しかしその一方では、次のような吉報ももたらされています…

“?????????????????????????”??????64?11?

“????????????????????????????????????????????????????”??????42?13?

…そして：

“?????????????????????”?????? ??????

従って、私は神が私を選んで導いたことに感謝し、その導きを次のような簡単な式に表してみました
：神の認知、神のみへの祈り、真摯にかれの真実の宗教に従うと約束すること、そして一旦かれ
の導きという慈悲を授かったら、それを実行する、ということです。
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著者のローレンスB. ブラウン医師について：

彼とは、BrownL38@yahoo.comから連絡をとることが出来ます。彼はThe First and Final
Commandment (Amana Publications)と、Bearing True Witness (Dar-us-
Salam)を著しています。近刊書として、歴史物のThe English Scrollと、第２版のThe First
and Final
CommandmentがMisGod’ed、続編のGod’edとして書き直され、分割されています。
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